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2021.12殿地区と長野地区を結ぶ新
しい大桑橋が完成

しました。写真は12月４日
に行われた渡橋式

の様子です。詳細は２～３
ｐをご覧ください。



　

殿
地
区
と
長
野
地
区
を
結
ぶ
新
し
い

大
桑
橋
が
完
成
し
、
12
月
４
日
か
ら
通

行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
通
に
先
立
ち
安
全
祈
願
祭
、
渡
橋

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
渡
り
初
め
で
は

堀
秀
一
さ
ん
（
殿
下
）
家
族
３
世
代

８
名
を
先
頭
に
、
来
賓
や
関
係
者
、
住

民
お
よ
そ
１
０
０
名
が
橋
を
渡
り
、
新

橋
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

大
桑
橋
は
昭
和
29
年
度
に
架
設
さ
れ

殿
地
区
と
長
野
地
区
の
集
落
を
結
ぶ
主

要
生
活
道
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
橋
梁

点
検
を
行
い
経
年
劣
化
に
よ
る
危
険
性

が
判
明
し
、
平
成
26
年
か
ら
新
橋
の
建

設
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
30
年
９

月
に
は
台
風
に
よ
り
大
桑
橋
が
落
橋
し
、

両
地
区
を
往
来
す
る
に
は
上
流
の
殿
大

橋
を
迂
回
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

殿
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

　

大
桑
橋
は
整
備
中
の
木
曽
川
右
岸
道

路
と
国
道
19
号
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向

上
や
地
域
の
活
動
に
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

新
橋
を
除
く
国
道
19
号
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
は
、
県
が
村
に
代
わ
っ
て
整
備

を
し
て
い
ま
す
。
右
岸
側
は
完
成
し
て

お
り
、
今
後
は
左
岸
側
の
整
備
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

大桑橋 完成

▲テープカットの様子

▲渡橋式（感謝状贈呈）
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橋
の
特
徴

●
構
造
形
式

　

新
橋
は
「
鋼
３
径
間
連
続
非
合
成

箱
げ
た
橋
」
と
い
う
構
造
形
式
で
す
。

橋
台
の
間
に
２
本
の
橋
脚
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
上
に
箱
げ
た
と
呼
ば
れ
る

直
方
体
で
中
が
空
洞
に
な
っ
て
い
る

橋
げ
た
を
渡
す
構
造
で
す
。

　

構
造
形
式
の
決
定
に
は
、
地
形
や

川
の
条
件
、
建
設
費
用
、
環
境
へ
の

適
応
性
等
が
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

橋
脚
は
、
環
境
に
大
き
な
影
響
が
出

な
い
よ
う
に
国
や
県
が
定
め
た
ル
ー

ル
に
沿
っ
て
２
基
と
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
各
橋
台
、
橋
脚
の
間
が
お
よ
そ

50
ｍ
ず
つ
あ
り
ま
す
。
各
々
の
橋
台

と
橋
脚
の
間
隔
が
長
い
橋
に
は
外
力

に
対
し
て
変
形
し
に
く
い
橋
げ
た
が

適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
箱
げ
た
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
定
期
的
な
塗
装
が
不
要

　

箱
げ
た
は
対
候
性
鋼
材
と
い
う
特

殊
な
加
工
を
し
た
鋼
鉄
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
通
常
の
鉄
で
造
ら
れ
た
橋

げ
た
は
腐
食
を
防
ぐ
た
め
に
10
〜
30

年
ご
と
に
塗
装
し
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
対
候
性
鋼
材
は
経
年
に
よ
り

発
生
す
る
細
か
い
さ
び
が
表
面
を

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で
内
部
ま

で
腐
食
が
進
行
し
な
い
た
め
、
繰
り

返
し
塗
装
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、

経
済
的
で
す
。

●
橋
名
板

　

新
橋
の
橋
名
板
は
、
一
昨
年
の
大

桑
小
学
校
６
年
生
（
現
在
の
中
学
２

年
生
）
が
一
人
一
文
字
ず
つ
書
い
た

文
字
を
銅
板
に
加
工
し
ま
し
た
。

　

橋
名
板
は
橋
の
両
端
に
２
枚
ず
つ

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
声

　

新
橋
に
つ
い
て
地
元
の
人
は
「
前
の

橋
は
狭
く
て
通
り
に
く
い
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
落
橋
し
て
か

ら
は
農
協
や
役
場
、
駅
へ
行
く
際
に
遠

回
り
す
る
必
要
が
あ
り
不
便
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。
新
し
い
橋
が
完
成
す
る
こ

と
で
車
も
歩
行
者
も
安
全
に
通
行
で
き
、

便
利
に
な
る
の
で
地
域
の
人
達
も
待
ち

望
ん
で
い
ま
し
た
」
と
話
し
、
新
た
な

橋
の
完
成
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲橋名板の文字を書いた子ども達

事業箇所 大桑村長野～殿

事業内容 ①橋梁新設工事　延長：153.50 ｍ 
②護岸工事　　　延長：106.54 ｍ

事業期間 平成 26年７月～令和３年 12月

事 業 費

総事業費：21億 8,729 万円
〈内訳〉 国 庫 支 出 金：13億 1,243 万円 

過疎対策事業債： ８億 6,450 万円 
一 般 財 源：  　  1,036 万円

大桑橋整備事業の概要

▲橋名板
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●
建
設
事
業
協
力
会

11
月
２
日
、
大
桑
村
建
設
事
業
協
力

会
が
大
島
地
区
と
下
在
地
区
で
草
刈
り

や
枝
払
い
な
ど
の
環
境
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

　

大
桑
村
建
設
事
業
協
力
会
は
、
村
内

の
建
設
、
建
築
、
設
備
等
に
関
連
す
る

事
業
者
で
構
成
す
る
団
体
で
、
こ
の
日

は
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
こ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
木
曽
南
部
森
林
組
合

11
月
16
日
、
木
曽
南
部
森
林
組
合
が

木
曽
川
河
川
敷
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
関
電
須
原
発
電
所
の
対
岸
で

行
わ
れ
、
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
イ
ヤ

や
家
電
な
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

村
内
事
業
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

村
出
身
で
農
民
の
地
位
向
上
等
に

取
り
組
ん
だ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
古

瀬
傳
蔵
さ
ん
の
功
績
を
講
演
会
や
企

画
展
で
紹
介
す
る
古
瀬
傳
蔵
記
念
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
古
瀬
さ
ん
の
生
涯
を
辿た
ど

り
、
今
日
の
農
業
や
食
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を

作
る
こ
と
を
目
的
に
、
古
瀬
傳
蔵
記

念
事
業
実
行
委
員
会
が
行
っ
た
も
の

で
す
。
県
の
補
助
事
業
で
あ
る
地
域

発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

古
瀬
さ
ん
は
明
治
20
年
に
大
桑
村

で
生
ま
れ
、
県
内
の
農
学
校
等
で
教き
ょ
う

鞭べ
ん

を
執
っ
た
後
、
新
聞
記
者
と
な
り

ま
す
。
都
市
部
と
農
村
に
経
済
的
な

差
が
大
き
か
っ
た
時
代
に
教
育
者
、

農
政
記
者
の
立
場
か
ら
農
民
へ
の
啓け
い

蒙も
う

や
社
会
に
対
し
て
農
村
の
窮
状
を

訴
え
ま
す
。
記
者
と
し
て
活
躍
す
る

傍
ら
で
月
刊
誌
『
農
政
研
究
』
を
創

刊
し
、
20
年
に
わ
た
り
農
業
問
題
を

幅
広
い
視
点
か
ら
取
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
『
農
政
研
究
』
は
『
現
代
農

業
』
へ
と
名
を
変
え
、
農
山
漁
村
文

化
協
会
の
機
関
誌
と
し
て
現
在
で
も

多
く
の
農
業
従
事
者
に
愛
読
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
月
刊
誌
『
家
の

光
』
の
創
刊
に
も
大
き
く
か
か
わ
り
、

そ
の
名
付
け
親
に
な
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

10
月
、
11
月
に
行
わ
れ
た
企
画
展

は
、
古
瀬
さ
ん
の
経
歴
を
ま
と
め
た

パ
ネ
ル
や
創
刊
に
関
わ
っ
た
書
籍
、

ゆ
か
り
の
品
な
ど
が
集
め
ら
れ
、
古

瀬
さ
ん
の
活
動
の
軌
跡
を
追
う
こ
と

が
で
き
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
10
月
23
日
に
東
京
外

国
語
大
学
名
誉
教
授
の
野
本
京
子
さ

ん
、
11
月
23
日
に
農
山
漁
村
文
化
協

会
長
の
楠
本
雅
弘
さ
ん
を
講
師
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
野
本
さ
ん
は
古

瀬
さ
ん
の
活
動
や
書
誌
を
紹
介
し
、

思
想
や
功
績
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。
楠
本
さ
ん
は
現
代
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
農
村
の
人
口
減
少
を
取
り

上
げ
、
集
落
営
農
に
よ
り
地
域
再
生

に
成
功
し
た
事
例
を
紹
介
し
、
中
山

間
地
域
が
秘
め
る
可
能
性
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
実
行
委
員
会
で
は
、
講

演
会
の
内
容
や
展
示
物
を
ま
と
め
た

小
冊
子
を
作
成
し
ま
す
。
中
山
間
地

域
の
課
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
に
関
係
機
関
や
教
育
機
関
へ

配
布
す
る
予
定
で
す
。

環
境
整
備

環
境
整
備

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

古
瀬
傳
蔵
記
念
事
業

古
瀬
傳
蔵
記
念
事
業

▲企画展の様子

▲講演会の様子（講師：野本 京子さん）
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道路除雪作業道路除雪作業にご協力をお願いします。にご協力をお願いします。
　除雪作業は、通常10～15㎝程度の積雪を目安に出動し、村内164路線、約103㎞の除雪を
行っています。
　積雪時には村内の建設等関係業者15社の協力により、通園、通学バス路線や交通量の多い
幹線道路を優先的に、早朝から一斉に作業を行います。降雪の状況によっては作業が遅くなっ
てしまう地域があります。作業に伴う騒音振動などご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力を
お願いします。

路上駐車はしない
　路上に駐車車両があると周辺の除雪がで
きず、除雪作業に大きな支障となります。
路上駐車をしないようにお願いします。

除雪車に近づかない
　除雪車の近くは、運転手から死角となり
大変危険です。特にお子さんやご年配の方
はご注意をお願いします。

玄関先等の除雪
　除雪車による作業の後は、玄関先等に雪
が残ってしまいます。地域の皆様のお力で
除雪をお願いします。

道路沿いの竹木
　雪の重みで道路へ覆いかぶさり通行の妨
げになります。降雪前に私有地の竹木の点
検をお願いします。

除雪作業について次の点にご協力ください。

例年通り村内各所に融雪剤を配布しますのでご利用ください。
融雪剤の補充や、指定場所以外で必要な場所がありましたら、役場
建設係まで連絡してください。

身近な道路の除雪や融雪剤散布にご協力ください。
融雪剤
の設置

お問い合わせ先

▼国道に関すること：飯田国道事務所 木曽維持出張所　   ℡２２‐３０１１

▼県道に関すること：木曽建設事務所 維持管理課　　　   ℡２５‐２２３９（直通）

▼村道に関すること：大桑村役場 建設水道課 建設係　 　 ℡＊＊５５‐３０８０

統
計
調
査

総
務
大
臣
表
彰
（
国
勢
調
査
）

　

令
和
２
年
度
国
勢
調
査
で
顕
著

な
功
績
が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な

る
調
査
員
・
指
導
員
で
あ
っ
た
人

に
贈
ら
れ
ま
す
。

【
指
導
員
】

　

羽
根
田　

博
（
東
上
）

【
調
査
員
】

　

島　
　

孝
司
（
下
落
）

　

舟
橋　

美
幸
（
新
田
３
）

交
通
安
全

緑
十
字
銅
章

●
交
通
安
全
功
労
者

　

西
田　

洋
二
（
橋
場
）

　

矢
子　

義
彦
（
野
尻
本
町
２
）

　

西
田
さ
ん
、
矢
子
さ
ん
は
、
大

桑
村
交
通
安
全
協
会
の
支
部
理
事

を
務
め
、
交
通
安
全
活
動
に
大
き

な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

●
優
良
運
転
者

　

向
井　

文
男
（
長
野
西
）

　

中
平　

順
次
（
弓
矢
上
）

　

向
井
さ
ん
、
中
平
さ
ん
は
長
年

に
わ
た
り
無
事
故
無
違
反
運
転
を

継
続
し
、
他
の
模
範
と
し
て
地
域

の
交
通
安
全
に
貢
献
し
ま
し
た
。

各
種
表
彰
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マイナンバーカードの健康保険証利用
こんな時に役立つマ

イナンバーカード

　令和３年10月から専用のカードリーダーが設置された医療機関・薬局でマイナンバー
カードを健康保険証として利用できます。利用できるようになる時期は医療機関等によって
異なりますが、県立木曽病院では11月から運用が開始されるなど利用できる場所は順次拡
大しています。
　なお、これまでどおり従来の健康保険証でも受診することができます。

職場やサークルの仲間でマイナンバーカードを作りませんか？
詳しくはお問い合わせください。

・ 本人が同意をすれば、医療機関等で特定健診情報や今までに使った薬剤情報を医師等と
共有できる！
・ マイナポータルで自身の特定健診情報や薬剤情報・医療費通知情報が閲覧できる！
・ マイナポータルを通じた医療費通知情報の自動入力で、確定申告の医療費控除がより簡単に！
・ 限度額適用認定証がなくても高額療養費制度における限度額を超える支払が免除される！
・ 就職・転職・引越をしても健康保険証としてずっと使える！
※医療保険者が変わる場合は、加入の届出が引き続き必要です。

マイナンバーカードを健康保険証として利用するメリット

マイナンバマイナンバーーカカーードをドを
保険証として利用するには保険証として利用するには登録が必要登録が必要です。です。
登録に必要なもの
マイナンバーカードとカード交付時に設定した利用者証明用暗証番号（数字４桁）

利用登録方法
❶自分のスマートフォン・パソコンから 
※ マイナンバーカードの読み取りが出来るスマートフォンまたはパソコン
（ＩＣカードリーダーが必要）の準備とアプリ「マイナポータルＡＰ」のイ
ンストールが必要です。

❷セブン銀行ＡＴＭから 
　 　ＡＴＭ画面「マイナンバーカードでの手続き」から案内に従って操作してく
ださい。
❸木曽病院に設置している機器から 
　　保険証受付窓口に設置の機器から案内に従って操作してください。
❹役場住民課窓口に設置しているマイナポータル端末から 
　 　窓口が混雑する場合がありますので住民係へ事前に連絡のうえ、登録に必要
なものを持参してお越しください。

▲

お問い合わせ 住民課住民係　℡＊＊５５‐３０８０

村のマイナンバ村のマイナンバーーカカーード交付率ド交付率（令和３年 11 月現在）（令和３年 11 月現在）42.4％42.4％
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野尻連絡所・須原郵便局・各種証明書発行　　12月 29日㈬ ～１月３日㈪

汲み取り
　12月 29日㈬ ～１月３日㈪
※年内の汲み取り受付は 24日㈮まで
　環境サービス㈲　℡ 52-2587

ごみ収集
12 月 30日㈭ ～１月３日㈪

【年末特別持ち込み】※可燃ごみ 
　12月 29日㈬　午前９時～午後３時
　木曽クリーンセンター　℡ 24-3131

村民体育館・図書室
　12月 29日㈬ ～１月３日㈪

くわちゃんバス・乗合タクシー
　12月 29日㈬ ～１月３日㈪

大桑保育園
　12月 29日㈬ ～１月３日㈪

子育て支援センター
　12月 29日㈬ ～１月３日㈪

歴史民俗資料館
　12月１日㈬ ～２月末まで

年末年始の休館と休業

村の奨学金 村では令和４年度の奨学生を募集します。

応募資格 ・ 高校生、大学生等で、経済的理由により就学に困難があると 
認められる人 
※木曽広域連合の奨学金を受けている人を除く

貸付金額  ・高校生　　　　　　　　月額 15,000 円 
・高等専門学校生　　　　月額 25,000 円 
・大学、短大、専門学校　月額 35,000 円 
※１年分を２回に分けて貸付

貸付基準  保護者の令和２年度中の所得が 700万円以下であること

貸付決定  ４月上旬に本人へ通知

償還方法  卒業後１年間据え置き、貸付期間の２倍の期間内に、月払い、半年払い、年払いのいずれかの方法
で償還 
※卒業後、村に戻り居住した人について償還額を一部免除

申込期限  令和４年３月 11日㈮

問い合わせ・申込書提出先 教育委員会 子ども教育係　℡＊＊５５‐１０２０

木曽広域連合奨学金 木曽広域連合では一般奨学生と看護師等の奨学生を募集します。

　応募資格、償還方法など詳しくはお問い合わせください。

貸付金額  月額 50,000 円以内

申込期限  令和４年１月 31日㈪　※当日消印有効

申込書提出先 木曽文化公園事務局または木曽青峰高校、蘇南高校担当教諭まで

問い合わせ 木曽文化公園文化振興係
〒 399-6101 木曽町日義 4898-37　℡＊＊２３‐８０１１

奨学生
募集
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犾え
ん
え
ん

舘だ
て
だ
て

　

和
ひ
と
し

ひ
と
し

　

大
桑
村
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
空
き
家
担
当
、

犾
舘
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
着
任
し
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

ま
だ
実
績
ら
し
い
実
績
を
出
せ
て
い

な
い
の
が
心
苦
し
い
で
す
が
、
毎
月

の
空
き
家
相
談
会
は
村
民
の
皆
さ
ん

に
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
相

談
件
数
も
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
空
き
家

Ｐ
Ｒ
に
も
全
国
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
想
像
以

上
の
問
い
合
わ
せ
件
数
が
あ
り
、
驚

か
れ
る
所
有
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

10
月
に
入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
予
防

の
た
め
の
移
動
制
限
が
解
除
と
な
っ

た
た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
や
物
件
内

覧
が
予
想
以
上
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
東
京
や
名
古
屋
な
ど
大
都
市
に

居
住
の
若
い
世
代
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
始

め
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
定
着
し
仕

事
場
と
離
れ
て
い
て
も
問
題
な
い
こ

と
、
お
子
様
を
の
び
の
び
育
て
ら
れ

る
場
所
と
し
て

地
方
が
再
評
価

さ
れ
て
い
る
こ

と
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
自
然
豊
か
な
木
曽
地
方
、

大
桑
村
の
よ
う
な
地
域
が
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
方
に
住
む
場
所
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
桑
村
と
し
て
も
重

要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
掲
載
す
る
と

す
ぐ
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
売
れ
て

し
ま
い
、
ご
案
内
で
き
る
物
件
数
が

不
十
分
な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
踏

み
切
れ
な
い
理
由
と
し
て
「
年
末
年

始
や
お
盆
の
と
き
に
親
戚
が
集
ま

る
」「
片
付
け
が
で
き
て
い
な
い
」「
雨

漏
り
等
が
あ
り
状
態
が
よ
く
な
い
」

等
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

家
そ
の
も
の
に
関
す
る
不
安
に
つ
い

て
は
大
体
問
題
に
な
ら
な
い
場
合
が

多
い
で
す
。
例
え
ば
、
片
付
け
に
つ

い
て
は
現
状
渡
し
と
い
う
形
に
す
れ

ば
購
入
者
の
方
で
片
付
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
移
住
し
て

く
る
都
会
の
方
は
古
い
家
具
や
古
物

な
ど
が
好
き
な
場
合
が
多
く
、
む
し

ろ
喜
ん
で
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
ま
た
雨
漏
り
な
ど
に
つ
い

て
も
、
移
住
者
は
あ
る
程
度
の
資
金

を
も
っ
て
移
住
を
考
え
て
い
る
の
で
、

リ
フ
ォ
ー
ム
前
提
の
物
件
で
も
気
に

入
れ
ば
問
題
な
く
購
入
し
ま
す
。
か

く
い
う
私
も
野
尻
の
家
を
購
入
し
ま

し
た
が
、
内
覧
の
時
は
下
水
が
つ
な

が
っ
て
お
ら
ず
雨
漏
り
も
あ
っ
た
状

態
で
し
た
。
で
す
が
、
家
そ
の
も
の

や
野
尻
宿
の
雰
囲
気
を
気
に
入
っ
て

躊
躇
な
く
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
何

が
気
に
入
る
か
は
そ
の
人
に
よ
っ
て

ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
逆
に
言
う
と

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が

決
定
打
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
心
配
な
点
が
あ
っ
て
も

売
却
し
た
い
と
思
う
方
は
遠
慮
な
く

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
し
た
売
却
に

つ
い
て
は
、
所
有
者
と
購
入
者
が
話

し
合
っ
た
上
で
の
契
約
と
な
る
の
で
、

所
有
者
が
ご
納
得
い
た
だ
け
る
方
に

お
渡
し
で
き
ま
す
。
内
覧
や
話
し
合

い
が
不
安
な
方
は
、
相
談
を
い
た
だ

け
れ
ば
私
も
話
し
合
い
の
場
に
同
席

し
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
空
き
家
対
策
を
通
し
て
大

桑
村
の
活
性
化
の
た
め
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
村

内
の
飲
食
店
を
引
き
続
き
応
援
す
る

た
め
、
全
村
民
に
大
桑
村
飲
食
店
応

援
商
品
券
を
配
付
し
ま
す
。

　

”私
は
、
外
食
し
な
い
し
、
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
も
し
な
い
、
出
前
も
と
ら

な
い“
と
い
う
人
は
、
今
年
１
年
の

”あ
り
が
と
う“
を
伝
え
た
い
人
へ

差
し
上
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

配
布
内
容

　

村
内
の
飲
食
店
で
の
み
使
用
で

き
る
商
品
券
を
村
民
１
人
あ
た
り

３
０
０
０
円
分
（
５
０
０
円
券
×
６

枚
）配

布
・
使
用
期
限

　

各
ご
家
庭
へ
12
月
20
日
㈪
頃
に
簡

易
書
留
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。
使

用
期
間
は
令
和
４
年
１
月
１
日
㈯
〜

令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

飲
食
店

飲
食
店

応
援
商
品
券

応
援
商
品
券    

配
布
配
布
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

保健師　小林 琴音保健師　小林 琴音

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
使
用
が
広
が
り
、
目
に
負
担
が
か
か

る
生
活
を
送
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ド
ラ
イ
ア
イ

や
近
視
な
ど
目
の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
む
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
子
ど

も
の
目
の
健
康
と
ス
マ
ホ
の
関
係
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
の
目
の
発
達

生
ま
れ
て
す
ぐ
の
視
力
は
、
目
の
前

の
動
く
も
の
が
わ
か
る
程
度
で
す
が
、

成
長
に
伴
っ
て
発
達
し
６
歳
頃
に
は
成

人
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
達
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
に
は
、
人
や
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
る
、
跳
ぶ
、
投
げ
る
等
の
体
を

大
き
く
動
か
す
運
動
を
す
る
こ
と
で
目

の
発
達
が
促
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
見

ス
マ
ホ
と
の
上
手
な
距
離
感

　

保
護
者
と
子
ど
も
で
ス
マ
ホ
を
上
手

に
使
う
た
め
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
ル
ー
ル
は
、
い
つ
ま
で
ど
れ
く
ら

い
使
っ
て
い
い
の
か
見
通
し
が
持
て
る

こ
と
、
ル
ー
ル
の
数
は
少
な
く
簡
単
で

守
り
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
、
約
束

が
守
れ
た
ら
ほ
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
日
１
時
間
な
ら
、
１
日
の
中
で
ど
の

く
ら
い
使
っ
た
か
書
き
出
し
て
合
計
で

１
時
間
と
い
う
こ
と
が
見
え
る
よ
う
に

す
る
工
夫
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
動
画
や
ア
プ
リ
を
ど

の
く
ら
い
の
時
間
見
せ
る
の
か
は
保
護

者
の
管
理
が
必
要
で
す
。
使
う
時
は
な

る
べ
く
一
緒
に
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
15
分
〜
30
分
程
度
を
目
安
に
大
人

が
声
を
か
け
目
の
休
憩
時
間
を
つ
く
る

こ
と
も
工
夫
の
１
つ
で
す
。
１
つ
動
画

を
見
終
え
た
ら
、
内
容
や
感
想
を
聞
か

せ
て
も
ら
う
と
長
時
間
使
用
の
防
止
に

な
る
と
と
も
に
、
見
た
も
の
を
誰
か
に

伝
え
る
力
、
自
分
の
意
見
を
話
す
力
が

養
わ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
周
囲
の
大
人
の
マ
ネ
を

し
て
成
長
し
ま
す
。
子
ど
も
に
や
っ
て

ほ
し
い
こ
と
は
大
人
が
見
本
を
見
せ
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
か
ら
、
安
全

で
上
手
な
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使

い
方
を
家
族
で
一
緒
に
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

子
ど
も

子
ど
も
のの
目目
とと
ス
マ
ホ

ス
マ
ホ

た
い
も
の
に
視
線
を
合
わ
せ
て
見
続
け

る
、
近
く
の
も
の
や
遠
く
の
も
の
な
ど

見
た
い
も
の
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
、

見
た
い
方
向
に
目
を
動
か
す
等
の
力
が

育
っ
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
細
か
い
手

先
の
動
き
と
目
を
同
時
に
動
か
す
運
動

も
発
達
す
る
た
め
、
文
章
を
読
ん
だ
り
、

黒
板
の
文
字
を
書
き
写
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
乳
幼
児
期
は
視
力
だ
け
で
な

く
目
の
機
能
が
急
激
に
発
達
す
る
大
切

な
時
期
で
す
。

最
近
の
子
ど
も
達
の
視
力

　

令
和
３
年
７
月
に
発
表
さ
れ
た
「
令

和
２
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
結
果
」

に
よ
る
と
、
小
学
生
、
中
学
生
の
裸
眼

視
力
が
１
・
０
未
満
の
人
の
割
合
が
前

年
度
に
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、
と
も

に
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
桑
小
学
校
、
中
学
校
の
視
力
検
査

の
結
果
は
、
県
や
郡
の
割
合
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
大
桑
中
学
校
視

力
検
査
の
結
果
を
30
年
前
と
現
在
と
で

比
較
す
る
と
裸
眼
視
力
が
１
・
０
未
満

の
人
が
２
割
以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
と
目
の
距
離

見
る
対
象
物
と
の
距
離
が
30
㎝
未
満

だ
と
近
視
が
進
行
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
ス
マ
ホ
か
ら

目
ま
で
の
距
離
は
大
体
20
〜
25
㎝
前
後

で
見
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　

ス
マ
ホ
と
目
の
距
離
が
近
い
と
、
黒

目
を
ギ
ュ
ッ
と
中
央
に
寄
せ
て
寄
り
目

で
見
る
た
め
、
目
の
筋
肉
の
緊
張
が
続

い
て
疲
れ
や
す
い
状
態
が
続
き
ま
す
。

寝
転
ん
で
使
用
す
る
と
目
と
ス
マ
ホ
の

距
離
を
30
㎝
以
上
に
保
つ
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
見
る
時
の
姿

勢
に
も
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

長
時
間
ス
マ
ホ
を
使
用
し
続
け
る

と
ど
う
な
る
の
？

　

ス
マ
ホ
を
見
て
い

る
時
は
、
目
の
ピ
ン

ト
は
常
に
画
面
の
距

離
に
合
わ
せ
て
一
定

の
ま
ま
と
な
っ
て
お

り
、
眼
球
の
動
き
は
小
さ
な
画
面
の
範

囲
だ
け
で
す
。
近
視
の
進
行
だ
け
で
な

く
、
両
目
で
物
を
見
る
機
能
や
目
の
位

置
、
姿
勢
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
目
の
機
能
が
完

成
し
て
い
な
い
乳
幼
児
期
や
学
童
期
は
、

特
に
影
響
を
受
け
や
す
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ス
マ
ホ
の
使
用
は
、
目
の
機
能
の
発

達
に
欠
か
せ
な
い
体
を
動
か
す
機
会
を

減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
五
感
（
見
る
・

聞
く
・
嗅
ぐ
・
味
わ
う
・
触
れ
る
）
か

ら
感
じ
と
る
経
験
を
逃
し
て
し
ま
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
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情報掲示板情報掲示板
問   
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

『
お
お
く
わ
ま
ん
ぷ
く
商
品

券
』
の
有
効
期
限
は
令
和
３
年

12
月
31
日
㈮
ま
で
で
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
商
品

券
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問   

長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
‐
２
３
２
‐
７
４
９
２

　

司
法
書
士
に
よ
る
電
話
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
で
き
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

日　

時
12
月
25
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電
話
番
号
（
当
日
の
み
使
用
可
）

　

０
１
２
０-

４
４
８-

７
８
８

相
談
例

・
借
金
で
苦
し
ん
で
い
る

・
離
婚
で
悩
ん
で
い
る

・
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で

問   

長
野
県
児
童
相
談
・

養
育
支
援
室

℡
０
２
６
‐
２
３
２
‐
０
１
１
１

　

身
の
回
り
で
児
童
虐
待
が
疑

わ
れ
る
時
は
、
児
童
相
談
所
虐

待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」

（
い
ち
は
や
く
）
へ
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。
近
く
の
児
童
相

談
所
が
対
応
し
ま
す
。

●
こ
の
よ
う
な
時
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い

▼
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
大

人
の
怒
鳴
り
声
が
頻
繁
に
す

る
。

▼
子
ど
も
に
不
自
然
な
傷
や
打

撲
の
跡
が
あ
る
。

▼
子
ど
も
が
夜
遅
く
ま
で
１
人

で
遊
ん
で
い
る
。

▼
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い

た
ま
ま
、
保
護
者
が
外
出
し

て
い
る
。

　

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ

ヤ
ル
「
１
８
９
」
は
匿
名
で
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

問   

総
務
課
危
機
管
理
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

12
月
15
日
㈬
か
ら
31
日
㈮
ま

で
、
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

★
運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事

故
防
止

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
の
外
出

時
は
、
夜
光
反
射
材
や
自
発

光
材
を
使
用
し
て
自
分
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

夕
暮
れ
時
は
車
の
ラ
イ
ト

を
早
め
に
点
灯
し
速
度
を
落

と
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
事
故
防
止

　

高
齢
者
マ
ー
ク
を
表
示
し

て
い
る
車
に
は
思
い
や
り
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
は
、
運
転
に
不
安

を
感
じ
た
ら
、
警
察
署
の
運

転
適
性
窓
口
や
役
場
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
の

原
因
と
な
り
、
被
害
者
の
人

生
を
奪
う
可
能
性
の
あ
る
悪

質
な
犯
罪
で
す
。
年
末
は
お

酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま

す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

降
雪
や
凍
結

に
よ
り
道
路
環

境
が
悪
く
な
る

季
節
で
す
。
路

面
の
状
況
に
応

じ
た
速
度
と
運
転
操
作
で
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

出
し
方

　

透
明
ま
た
は
半
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
袋
に
マ

ジ
ッ
ク
ペ
ン
で
地
区
と
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
段
ボ
ー

ル
や
中
身
が
見
え
な
い
袋
に

入
っ
て
い
る
も
の
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

そ
の
他

　

汚
れ
が
あ
る
も
の
や
保
管
状

態
の
悪
い
も
の
は
回
収
で
き
な

い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

い
る

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
活

が
苦
し
い

問   

住
民
課
生
活
環
境
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

可
燃
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
を
目
的
と
し
て
、
古
着
の

持
込
み
回
収
を
行
い
ま
す
。
自

宅
に
不
要
な
衣
類
が
あ
れ
ば
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
所
や
車
の
な
い
世
帯
へ
の

回
収
に
も
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日　

時
12
月
22
日
㈬午

前
９
時
〜
正
午

場　

所

　

村
民
体
育
館
裏
の
倉
庫

問   

中
信
労
政
事
務
所

℡
０
２
６
３
‐
40
‐
１
９
３
６

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働

問
題
の
専
門
家
が
公
正
、
中
立

な
立
場
で
、
労
働
者
個
人
と
事

業
主
と
の
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル

（
解
雇
、
賃
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
）

に
つ
い
て
、
円
満
な
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
簡
単
・
無
料

で
、
懇
切
丁
寧
に
お
話
を
伺
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

ま
ん
ぷ
く
商
品
券
の

有
効
期
限
に
注
意

年
末
困
り
ご
と

電
話
相
談
会

児
童
虐
待

対
応
ダ
イ
ヤ
ル

年
末
の

交
通
安
全
運
動

古
着
持
込
み
回
収

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
相
談
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①中央公民館、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、⑦その他

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

まなびましょう
マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 5、12、19、26
英 会 話 ② 19：30 5、12、19、26
手 話 ① 19：00 ２月まで休み
日 本 語 教 室 ⑦ 10：00 ３月まで休み
押 し 花 教 室 ② 10：00 19
パ ッ チ ワ ー ク ① 9：30 ２月まで休み
レザークラフト ① 9：30 ２月まで休み
陶 芸 教 室 ④ 10：00 ２月まで休み
コール・マルベリー ② 19：30 13、20、27
詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 9：30 19、26
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 12：30 11、25
リフレッシュヨーガ ① 19：00 12、19、26
ヨ ガ ② 14：00 ２月まで休み
あゆみ整体教室 ① 19：00 ３月まで休み
フラ教室〈昼〉 ③ 13：30 休み
フラ教室〈夜〉 ③ 19：30 休み
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 15、29
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 8、22
池坊いけばな教室 ③ 12：30 11、25
笑 い ヨ ガ ② 13：30 ２月まで休み

１月

の行事予定
1 土
2 日
3 月
4 火
5 水
6 木 保育園３保期始め

7 金 小・中学校３学期始業式

8 土 成人式

9 日 消防団　出初式

10月
11火 健康教室（野尻地区館）

12水 ＧＳの日　13：30～（スポーツ公園）

13木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

14金
15土
16日
17月

18火 保育園　１日入園（保育園）
健康教室（野尻地区館）

19水

20木 なんでも相談　13：00～（中央公民館）
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

21金
22土
23日
24月
25火 健康教室（野尻地区館）

26水
27木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

28金
29土
30日
31月

１１月

※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。
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木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

１月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
1日㈯ 大脇医院（上松町） 52-2023
2 日㈰ 木曽ひよし診療所（木曽町日義） 26-2001
3 日㈪ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
9 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
10 日㈪ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
16 日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
23 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
30 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008

村の人口
1,531 世帯

（前月比－１世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 １ ２ ３
死　　　亡 ３ ２ ５
転　　　入 ０ ５ ５
転　　　出 ４ ７ 11
総　人　口
（前月比）

1,707
（－６）

1,791
（－２）

3,498
（－８） 

（12月１日現在・住民基本台帳登録人数）

11/６　消防団 ラッパ市中行進

11/６　阿寺ウォーキング

11/６　大桑村駅伝大会

11/２　まめっこ  秋ツアー

11/13　 ふるさと農業体験講座～美味しく食べる回～

11月の
   できごと

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長

野
県

木
曽

郡
大

桑
村

大
字

長
野

2778
　

　
　

　
　

　
　

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　

　
　

　
　

　
H  P  http://w

w
w

.vill.ookuw
a.nagano.jp/

　
　

　
　

　
　

　
m

ail  info@
vill.ookuw

a.nagano.jp
印

刷
／

木
曽

オ
ー

ル
プ

リ
ン

ト
株

式
会

社
広

報
お

お
く

わ
N
o.566

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
３
年
12月

９
日
発
行




